特定非営利活動  （NPO）法人　　  やましろ里山の会週刊ニュース　　2015年12月10日　594号
●京都府環境フェスタ準備進む　
松かさツリーの準備で100個準備を播川さんと森島さんで3日に完成させていただきました。展示物では、竹蛇籠の取組、ホタルの産卵写真、木津川生育植物標本写真集、木津川読本説明　水質調査を予定しています。農産物の販売では大根や柿などを準備します。なお今年は初日の15時からステージ発表も里山の会が行います。竹蛇籠とオオムラサキの産卵で発表行ないます。
●竹蛇籠設置を振り返る　
竹蛇籠の設置のきっかけ　里山の会と木津川河川レンジャーは、魚取りを通じて河床低下問題や

ダム堆積砂問題等、木津川の変化を学習する中で魚の魚種や生息魚量の変化に気づき、竹門先生

講演での提起をきっかけとして竹蛇籠の設置を決定(通常総会・活動方針)。　
事前杭打ち　設置場所の検討を行い、最も人力の必要な杭打ち作業の可否を現地で確認し、何とか実行可能と判断。
事前研修(静岡へ)　　見たことも作ったこともない経験不足から、現地を訪ね、説明を受ける。
竹伐採作業　10m蛇籠のために必要な7mの真竹200本の確保に10月とはいえ暑い日中二日がかりで伐採。学生諸君の応援と熊谷さんの応援が無ければ、切出しはもちろん運搬も不可能だった。
全体作業場所の確保　作業員100人の作業場所確保（材料置場の必要もあり）に奔走する　
竹割作業　200本の竹割作業は予想以上に継続した体力が必要であった。800本に割り上げる。

学生の協力が無ければとても間に合わせられなかった。製作作業にも手間がかかる。
玉石運搬　規格通りの玉石は確保できなかった。50トンの玉石の運搬には木津川出張所の援助を得た。
当日の歓迎おもてなし検討　約100人の遠路はるばるこられる皆さんにおもてなしを検討。

里山の会が生産した白米と手作りの黒豆味噌で昼食と決定。
初日は予想をオーバーする120人となる。
当日の作業手順　講習会での手順を検討するが、小泉氏の提案で決着。　初日は、3本しか蛇籠が
組み上がらず、翌日は教訓を生かして12本が完成。一カ所分(右岸2号)は後日竹垣方式で追加
とする。
設置作業　２日間ともユンボ持参作業員8人をボランティアで協力いただいた田中組さんなくし
て完成できなかった。特にユンボ2台による杭打ちと玉石入れには、すごい威力を発揮。
感謝、感謝です。
竹蛇籠の渡河　藤田カヌーさんのカヌー4艘の提供で台船を組み巨大竹蛇籠を渡河できた。
講師の宿泊と食事　早朝出発されて即講習指導の強行日程本当にご苦労さまでした。
宿泊所を四季彩館と決定。
参加者集　竹門先生に募集案内チラシの製作を依頼した。しかし当初、参加受付は大変低調で
心配。しかし、蓋を開けてみると初日120人という予想をはるかに超える大盛況。

関心の高さに驚く。２日目は60人と半減、全体で180人となり当初目的を達成。
川への設置手続き　最も心配したのが設置できるかどうか、許可が得られるのかどうかだった。
木津川土砂部会での議論と、河川レンジャー活動という位置づけ、全材料が木津川で調達する
もので、持ち込むものは何もないことから研究試行という条件が整って、実行許可となる。
関係機関の皆さん、特に木津川出張所の理解が大きい。
●みかん農家ボランティア5日、18人の参加　
　週刊ニュースで呼びかけましたところ、積極的にご参加いただき18名もの方がお集まりいただきました。好天に恵まれで順調にもぎ取り作業が進みました。昼食時間約40分を挟んで14時30分には完全に摘みとりが終わりました。終わりにはお土産に袋一杯のミカンを頂き帰路につきました。また例年昼食休憩にいただくぜんざいは本当に甘くて暖かくておいしかったです。里山の会の活動でお土産がいただけるのはこのミカン収穫ボランティアで、なんかうれしくなる帰路でした。
· クヌギの伐採　6日　懸念した通り傾きがきつく池に倒れる　立ち枯れの始末にてこずる　　
ここ数年炭焼き体験としての原木の切だしを兼ねて、里山農園周辺の樹木の伐採を行っています。今年はナラ枯れが見渡す限りコナラやクヌギが全滅状態です。巨木なので枝も太く大きく重たいので枯れ落ちるなどに遭遇すると危険な事態となっています。とりあえず、中の道の枯れ木だけでも伐採の必要があるので、この日5人が取り掛かりましたが、あいにく予想していた通り池に倒れて、溜池からの引きあげに大変手間がかかりました。そうとう苦労したので、午前中で集中力が切れました。少なくとも、あと3本は伐採しなくてはなりません。さらに南の道や教育棟に倒木の心配があり、10号地にも倒木予想される巨木が数本あります。
· 京田辺市の農業委員会研修会に参加　講演とワークショップ　4日13：30　コミニティホール
通りがかったので傍聴を希望しましたところ許可があって、参加しました。農業委員さんや農家の皆さん約100人が参加されていました。滋賀県甲良市の営農集落の取組みの講演があり、この12年間集落営農組合に加入された組合員は全員農機具を購入しなかった。これからもしなくてもいい。また大型農機具を組合として購入し、オペレーターを交互に行っている。高齢化や離農が進む中「儲からないけれど損をしない農業」に直ちに取り組んでほしいと結ばれました。続いてワークショップでは特産品の開発、儲かる農産品の研究が必要と強調されました。全国共通の高齢化、後継者、販路確保等の問題点も話題になりました。
●　大阪花博記念協会から「里と街をつなぐ」として活動報告とパネル展示の要請が届く　電話とメールで依頼が届きました。大阪の花博協会からの依頼です。どういう経路からお誘いが来たのかわかりませんが、是非にということで発表を了解しておきました。2月11日です。場所は鶴見公園です。つながりが広がりましたね。
●　結成20周年記念事業の準備進む　木津川の植物の撮影作業を上島さん近藤さんがすでに約1000枚の撮影をいただいています。10日にはまとめ作業が予定されています。
今年の暑い夏の中で、懸命に頑張っていただきました。本当にすごい努力の結晶作品です。
· 2015年十大ニュース原案が集約（33項目）事務局会議で抽出しました。
皆さんのご意見もお寄せください。
１；教育棟の完成。3月20日　２；木津川生育植物標本写真集の40冊発刊（国会図書館等寄贈）3月25日　３；里山農園周囲の山の整備を実施　(ナラ枯れ全山に) １月10日　４；冬の観察会でオオムラサキ幼虫34匹の生育確認(生態園記録)　2月22日　５；近畿子どもの水辺交流会in京都に里山の会関係から3チーム出場　1月24日　６；オオムラサキ観察会6・7月に4回開催　7月4日産卵に出会う6月20・27・28日7月4日　７；夜間生物調査初実施（里山農園教育棟の活用）7月20日　８；里山農園通路排水路一部修理 2月21 日　９；春の野草を食する会教育棟で初実施　4月11日　10；小林君が近畿地方整備局研究発表会で奨励賞受賞　6月29日　11；南駐車場南浜斜面に下る通路実現（魚とり可能に）3月22日　12；新名神高速道路建設現場視察5月23日　13；レンリソウ保存のための抜草作業実施（同志社学生・小林君）5月30日　14；赤田川樋門建設に伴う希少植物移植に立会　6月2日　15；里山農園ササユリ5個開花6月9日　
16；ホタルの夕べ里山音楽会・里山農園教育棟で実施　6月13日　17；魚とり4連続で開催　164.54.120.45名　 6月19日7月24日8月4・23日　18；朝市に出店（府営田辺団地連合自治会に協力）5月28日　19； 竹蛇籠の事前研修会　8人（静岡県島田市原小組）8月4日　
20；環境庁からの講師依頼が実現(第19回里山講演会) ９月6日　21；竹蛇籠用の200本の竹伐採と竹割に学生の応援で成功10月4・5日　22；竹蛇籠つくり6か所を設置180人の参加10月17・18日　23；秋のハイキング大江山に行く(14年ぶり) 11月14日　24；オオムラサキの年中成長観察施設完成（観察台）11月28日　25；3年連続笠置から大阪までカヌー下り実現11月21・22・23日　26；城陽市環境フェステ　綿菓子長蛇の列(1時間待ち)10月25日　27；ミカン農家収穫ボランティア未曾有の大豊作　18人参加 12月5日　28；年末餅つきしめ縄つくり大人気12月27日　29；会誌39号発刊　11月3日　30；里山週刊ニュース発行596号（600号目前）12月30日　　31；「草内渡し浜親水公園」着工３月25日　32；農園販売30万円突破12月9日　33；府地域力再生プロジェクト事業交付金3年連続決定８月7日．
· 19日冬の生き物観察会(オオムラサキの幼虫調べ)参加者募集　桜谷保之先生来所(18・19日)
両日とも集合は里山農園生態園　10時より調査開始　15時まで　一般の皆さんは普賢寺小学校前10時にお越しください。お迎えに行きます。
· 17日午後13時より右岸2号竹蛇籠に玉石入れを実施　
どなたでもご参集ください　集合は玉水橋東詰
ご参集いただいたみなさんで完成を祝います　水に入ることはありません
